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Ⅰ　男女の役割分担意識や家庭観について    

結婚・家庭・離婚・夫婦別姓等についての考え方
「夫も妻も家庭責任はともにもつべきである」という考えには9割以上が賛成

家庭での仕事の役割についての考え方
「日常の家事」、「育児」は妻の役割、「生活費を稼ぐ」は夫の役割との認識が多数を占める

「男は仕事、女は家庭」という性別役割分担意識
「同感しない」人が全体の6割以上を占め、調査年ごとに増加

同感する 同感しないわからない 無回答

生活費を稼ぐ ・・・・・・・・・・・・・

日々の家計の管理をする ・・・・・・・・

日常の家事 ・・・・・・・・・・・・・・

老親や病身者の介護や看護 ・・・・・・

子どもの教育としつけ ・・・・・・・・・

育児 (乳幼児の世話 ) ・・・・・・・・・

地域活動への参加 ・・・・・・・・・・・

どちらかといえば
夫の役割主として夫の役割 主として妻の役割両方同じ程度の役割 どちらかといえば

妻の役割いずれにも該当しない 無回答

夫の役割 妻の役割

H21

H21

H16

H12

H6

わからない
11.2％

わからない
11.7％同感しない

68.1％

同感する
16.4％ 同感する

23.1％

無回答
 4.3％

無回答
 4.5％

女性

同感しない
60.7％

19.3

21.2

23.6

32.3

11.7

11.1

11.4

4.8

4.0

3.6

1.2

64.2

63.7

61.5

9.3 57.1

男性

29.6

3.2

44.5

1.3

1.1

15.1

17.0

29.9

27.3

66.6

77.4

29.5

66.2

3.3

3.0

2.2

4.1

1.6

1.6

3.6

5.5

6.0

6.6

6.2

6.0

6.3

5.8

38.1

43.6

10.3

41.7

4.7

20.8

19.7

4.6

2.9

20.3

1.3

0.3

0.7

0.3

0.3

1.0

0.3

0.3

0.5

0.1

17.7

0.0

賛成 反対どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対どちらともいえない 無回答

18.6

18.8

16.0

84.4

12.1

25.4

13.0

24.2

32.5

16.4

12.6

17.8

21.3

12.1

24.1

38.3

24.0

21.1

1.3

25.8

43.4

23.3

31.0

1.3

1.5

1.5

1.7

1.4

1.1 （％）

（％）

（％）

5.1

24.3

26.4

27.7

18.9

6.8

4.6

15.1

22.4

15.1

4.0

31.3

12.8

12.3

0.9

1.2

0.3

4.2

0.5

なんと言っても女性の幸福は結婚にあるので、
女性は結婚するほうがよい

結婚は個人の自由であるから、
人は結婚しなくてもよい

結婚しても必ずしも子どもをもつ必要はない

夫も妻も家庭責任はともにもつべきである

結婚しても相手に満足できないときは
離婚すればよい
一般に今の社会では、離婚すると、
女性の方が不利である
夫婦が別々の姓を名乗ることを
認める方がよい

男性は、家庭をもって一人前だと言える

賛　　成 反　　対

・・・・・

・・

・・・

・・・・・
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Ⅱ　男女の地位の平等などについて    

各分野・社会全体における男女の地位の平等意識
社会全体で見た場合、「男性優遇」が6割を超える

Ⅲ　女性の参画について

政策・方針決定にかかわる役職に女性があまり進出していない理由
「男性優位の組織運営になっているから」が男女ともに多い 〈複数回答〉

男性の方が非常に
優遇されている

どちらかといえば
女性の方が
優遇されている

女性の方が非常に
優遇されている

どちらかといえば
男性の方が
優遇されている

無回答平　等 わからない

男性優遇 女性優遇

7.3

19.1

8.2

2.4

19.5

7.8

15.4

6.8

42.4

46.0

39.5

41.5

29.7

50.7

56.4

27.2

13.0

24.0

48.1

17.2

30.9

11.0

11.7

7.4

8.2

13.8

19.7

11.0

15.6

10.1

8.7

8.5

8.5

9.1

9.9

8.7

9.5

9.9

12.4

5.7

4.4

4.7

6.0

1.5

5.7

2.2

3.4

12.9 1.0

0.7

0.5

0.7

0.5

0.7

0.8

1.5家庭生活で ・・・・・・・・・・・・・

職場で ・・・・・・・・・・・・・・・

地域社会で ・・・・・・・・・・・・・

学校教育の現場で ・・・・・・・・・・

政治の場で ・・・・・・・・・・・・・

法律や制度の上で ・・・・・・・・・・

社会通念・慣習・しきたりなどで ・・・・

社会全体で見た場合 ・・・・・・・・・・

57.9

43.4

42.7

31.3

25.7

24.9

22.7

3.1

6.3

58.8

32.4

39.4

21.0

27.5

28.8

4.2

6.0

33.6

男性優位の組織運営になっているから ・・・

家族の支援・協力が得られないから ・・・・

家族、職場、地域における性別役割分担が
あるから

女性の能力発揮の機会が不十分だから ・・

女性の活動を支援するネットワークが
不足しているから

女性の職員や構成員の人数自体が少ないから

女性側の積極性が十分でないから ・・・・

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・

わからない ・・・・・・・・・・・・・・

女性

男性

・・

（％）

（％）
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Ⅳ　女性の就労について

女性が職業をもつことについての考え方
「子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい」が男女ともにH16年調査に比べ増加

Ⅴ　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）について

仕事の継続に対する不安
女性は男性に比べて「家族の介護」、「出産」、「保育」等家族関係の要因が多い

女性が働きにくい理由
「保育施設や介護のための施設が不足しているから」が6割超える

対象：現在職業をもっている人〈複数回答〉

対象：女性が働きやすい状況にあるとは思わない人〈回答は3つまで〉

女性

男性

女性

男性

女性は職業を
もたない方がよい その他 わからない 無回答

結婚するまでは
職業を

もつ方がよい

子どもができても、
ずっと職業を
続ける方がよい

子どもが
できるまでは、
職業を

もつ方がよい

子どもができたら
職業をやめ、大きく
なったら再び

職業をもつ方がよい

家族の介護が必要になる ・・・・・・・・

自分の健康を害する ・・・・・・・・・・

勤め先の都合により自分の仕事がなくなる

勤め先での待遇が悪くなる ・・・・・・・

職場の人間関係が悪くなる ・・・・・・・

出産のため ・・・・・・・・・・・・・・

保育施設や子どもの世話をしてくれる人がいない

結婚のため ・・・・・・・・・・・・・・

子どもに悪影響が出る ・・・・・・・・・

家族の転勤や転居 ・・・・・・・・・・・

仕事を続けることに配偶者などが反対する 

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・

特に不安はない ・・・・・・・・・・・・

保育施設や介護のための施設が不足しているから

労働条件が整っていないから ・・・・・・・

働く場が限られているから ・・・・・・・・

男は仕事、女は家庭という社会通念があるから

昇進・給与等に男女の差別的扱いがあるから

家族の理解、協力が得にくいから ・・・・・

結婚・出産退職の慣行があるから ・・・・・

能力発揮の場が少ないから ・・・・・・・

セクシュアルハラスメントがあるから ・・・・

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・

35.0

32.8

27.0

14.2

12.5

12.5

10.0

6.9

5.1

3.2

2.9

9.6

18.6

16.5

37.3

33.9

10.6

0.0

1.0

0.2

0.2

1.5

1.5

8.4

29.0

15.7

66.9

48.1

39.4

26.1

24.6

22.9

16.4

8.9

2.7

1.9

64.5

42.9

39.4

22.4

13.9

22.0

16.2

1.9

0.8

32.0

0.6

0.3

1.1

4.8

7.1

5.5

6.7

8.0

7.6

7.5

35.3

42.3

36.9

39.9

35.8

29.7

34.1

32.7

7.6

5.2

4.7

3.4

2.5

4.7

4.5

4.6

6.5

1.8

6.4

2.7

1.2

8.1

H16

H21

H16

H21

女　性

男　性

（％）

（％）

（％）
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仕事をやめたり、中断したり、転職した理由
「結婚」、「出産・育児」で男女に大きな差、「親や病気の家族の介護・看病」も女性で10％を越える

男女がともに「仕事と生活の調和」を図るために必要なこと
「保育施設や介護施設・サービス」への期待が強い 〈回答は3つまで〉

〈複数回答〉

33.3

30.0

16.0

15.7

12.8

11.6

10.7

10.0

9.7

4.8

4.8

4.7

3.3

2.7

2.4

1.6

6.1

1.5

14.8

1.3

0.6

11.4

16.9

4.4

8.8

13.4

15.0

10.6

0.6

1.3

3.3

0.9

1.1

0.2

5.3

2.8

38.9

13.4

結婚のため ・・・・・・・・・・・・・・

出産・育児（出産休暇・育児休暇を除く）
のため

自分の健康や体力的な問題のため ・・・・

高齢になったから ・・・・・・・・・・・

労働条件に対して不満があったから ・・・

親や病気の家族の介護・看病をするため 

長期間勤続しにくい職場の雰囲気のため 

仕事の内容があわなかったから ・・・・・

会社側の都合のため ・・・・・・・・・・

よりよい条件の仕事があったから ・・・・

配偶者の転勤のため ・・・・・・・・・・

家族の理解・協力が得にくいから ・・・・

家業につくため ・・・・・・・・・・・・

セクシュアルハラスメントや
パワーハラスメントがあったため

大学に行ったり、資格を取ったりするため 

男女が対等に働ける職場でなかったため

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・

特に理由はない ・・・・・・・・・・・・

今までに仕事をやめたり、中断したり、
転職したことはない

56.4

46.7

32.9

28.0

24.3

22.4

18.3

10.0

9.8

3.2

1.7

4.4

49.3

35.3

36.7

33.9

19.3

18.4

12.6

9.6

5.1

3.0

4.3

23.2

保育施設や介護のための施設・サービスを
拡充する
結婚・出産・介護などで退職した女性の
再雇用制度を充実する

育児や介護のための休暇制度を充実する

フレックスタイム制、短時間勤務制、
在宅勤務制度などを導入する

労働時間の短縮や休日の増加を促進する 

育児や介護休暇中の諸手当を充実する ・・

賃金、仕事内容など、
労働条件面での男女差をなくす ・・・・・

昇進・昇格の機会で男女差をなくす ・・・

仕事と家庭の両立などの問題について相談
できる窓口を設ける

研修や職業訓練の機会を拡充する ・・・・

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・

わからない ・・・・・・・・・・・・・・

女性

男性

女性

男性

 ・・・・

・・

・・・

（％）

（％）
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Ⅵ　男女平等教育について

学校教育における男女平等教育の現状評価
H16年調査に比べ、男女間の評価の格差が縮小

Ⅶ　人権について

配偶者や恋人関係にあった者から受けたことのある行為
配偶者や恋人がいる（いた）女性の3人に1人は何らかの身体的暴力を受けたことがある

命の危険を感じたこと
配偶者や恋人がいる（いた）女性の15人に1人が配偶者等からの暴力によって命の危険を感じたことがある

対象：配偶者・恋人がいる（いた）人

女性

男性

暴力全体 ・・・・・・・・・・・・・・・

身体的暴力 ・・・・・・・・・・・・・・

性的暴力 ・・・・・・・・・・・・・・・

精神的暴力 ・・・・・・・・・・・・・・

経済的暴力 ・・・・・・・・・・・・・・

身体的暴力：骨折させる、突き飛ばす、足でける、ドアをけったり物を投げつけたりしておどす、平手で打つなど
性 的 暴 力：いやがっているのに性的な行為を強要する、見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せる
精神的暴力：長時間無視し続ける、交友関係や電話を細かく監視する、大声でどなるなど
経済的暴力：生活に必要なお金を渡さない、食事をさせない

対象：配偶者・恋人がいる（いた）人

H16

H21

H16

H21

十分に行われている
と思う

十分に行われているとは
思わない

どちらかというと
十分に行われている

と思う

どちらかというと
十分に行われていない

と思う
わからない 無回答

十分 不十分

45.0

32.3

10.8

35.8

5.1

37.1

21.0

5.2

1.4

30.6

8.9

10.9

16.5

17.6

29.7

33.8

35.5

37.4

37.1

27.0

29.8

3.0

1.9

11.1

9.0

10.5

10.8

6.1

8.6

32.9

2.1

2.2 12.6 4.8

女　性

男　性

H16

H21

H16

H21

女　性

男　性

6.7 33.5 59.8

3.0

1.1

1.0 32.1 66.9

34.2 64.7

40.3 56.7

感じた 感じなかった 無回答

（％）

（％）

（％）
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配偶者からの暴力についての相談先
誰（どこ）にも相談していない人が男性では8割、女性は5割、相談先では「家族・親せき」、「友人・知人」が多い 対象：何らかの暴力を受けたことのある人〈複数回答〉

女性

男性

男女間の暴力を防止するために必要なこと
「家庭での暴力防止教育」が男女ともに半数を超える、「身近な相談窓口を増やす」も多い 〈複数回答〉

女性

男性

誰(どこ)にも相談しなかった ・・・・・・

家族・親せきに相談した ・・・・・・・

友人・知人に相談した ・・・・・・・・

弁護士に相談した ・・・・・・・・・・

裁判所に相談した ・・・・・・・・・・

警察に連絡・相談した ・・・・・・・・

医師・カウンセラーに相談した ・・・・・

民間の相談機関(民間シェルターなど)に
相談した

岡山県男女共同参画推進センター
(ウィズセンター)に相談した

女性相談所、女性(婦人)相談員に相談した

法務局・地方法務局、人権擁護委員に
相談した

その他の公的機関に相談した ・・・・・・

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・

50.5

28.3

27.9

3.0

2.4

2.0

2.0

2.0

1.7

1.3

1.0

0.7

2.0

79.7

9.5

12.7

0.0

1.9

1.9

1.9

0.6

0.0

0.0

0.0

1.9

0.6

家庭で保護者が子どもに対し、
暴力を防止するための教育を行う

被害者が早期に相談できるよう、
身近な相談窓口を増やす

幼い時から男女が平等であることの教育を
しっかり行う 

暴力を助長するおそれのある情報
（雑誌、コンピュータソフトなど）を取り締まる

加害者への罰則を強化する ・・・・・・

学校・大学で児童・生徒・学生に対し、
暴力を防止するための教育を行う
地域住民同士で関わり合い（見守りなど）を
強めていく

暴力を振るったことのある者に対し、
二度と繰り返さないための教育を行う

メディアを活用して、広報・啓発活動を
積極的に行う

被害者を発見しやすい立場にある警察や
医療関係者などに対し、研修や啓発を行う

地域で、暴力を防止するための研修会、
イベントなどを行う

職場で、暴力を防止するための研修会などを行う

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・

特に対策の必要はない ・・・・・・・・

わからない ・・・・・・・・・・・・・

59.3

55.8

45.1

44.3

41.1

40.5

30.7

30.5

30.2

21.6

11.6

8.7

3.2

0.3

4.7

55.1

48.2

44.9

46.5

38.5

31.3

28.4

28.2

24.4

12.3

12.3

3.8

0.2

3.7

33.7

・・・

・・・・

・・・・

・・

・・

・・

・・

（％）

（％）



Ⅷ　介護について

家族の介護を行なうことについての考え
家族の介護は「男性も女性もともにすべき」が7割を超える

Ⅸ　男女共同参画の推進について

男女共同参画社会の実現のために行政が力を入れていくべきこと
子育て、介護に対する支援充実を求める人が男女ともに6割を超える 〈回答は3つまで〉

女性

男性

調 査 地 域 ： 岡山県全域
調 査 対 象 ： 岡山県内に居住する20歳以上の男女　3,012名
調 査 方 法 ： 郵送による配布、回収
調 査 期 間 ： 平成21年10月～11月
回　収　数 ： 1,495件（回収率　49.6％）
有効回収数 ： 1,490件（有効回収数　49.5％）
  うち　女　性：787件（52.8％）　
  　　　男　性：580件（38.9％）　
  　　　無回答：123件（8.3％）

調査の概要

（％）

（％）

親や配偶者の介護は、
主に女性がすることは
やむをえない 

無回答
親や配偶者の介護は、
男性も女性も

ともにすべきである
わからない

男女にかかわらず、
親の介護は、主に

実の子どもがすべきである
その他
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子育て、介護に対する多様な支援を充実する

就労における男女の機会均等や
就業環境の整備をすすめる
男女共同参画の視点から、
慣習の見直しや啓発をすすめる 

男女共同参画の視点に立った教育や
学習をすすめる
政策や方針決定過程への女性の参画を
拡充する

女性に対する暴力を根絶するための
支援を促進する

生涯を通じた女性の健康保持を支援する

国際交流・国際協力に男女が共に
参画できるように支援する

女性のための相談を充実する ・・・・・

男性への意識啓発及び相談を充実する ・・

その他 ・・・・・・・・・・・・・・・

岡山県生活環境部男女共同参画課
〒700-8570　岡山県岡山市北区内山下二丁目4番6号
ＴＥＬ：086-226-0553　ＦＡＸ：086-225-2949
http://www.pref.okayama.jp/soshiki/kakuka.html?sec_sec1=26
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※H12は「親の介護」について尋ねた。
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